




























































































































































































































































































2012 8 学生と職員への第 1回説明会
2013 7 学生と職員への第 2回説明会
2014 5
｢ 植草共生の森 ｣ 植樹会～グリーンウエイ
ブ 2014 への参加～
2015
1 第 1 回ビオトープ祭り
6 運営部会会議
2016




























































































































































































































2016 5 エレメンタリーセミナー（144 人）
7 早川・田所・栗原ゼミ（20 人）
2017 5 エレメンタリーセミナー（131 人）
理科指導法授業（54・54 人）













































育園）で 36 回 1678 名の参加があった。附属園以外
では 2園で 5回 111 名の参加があった。近隣の小学
校は，2 校 4 回 168 名（図 19），中学校は 2 校 3 回
18 名，高等学校は 3 校 3 回 59 名の参加があった。
生涯大学校は 37 回で延べ 1617 名の参加があった。
表 5．園児や児童・生徒などによる活動記録
年 月 活動団体 （参加人数）
2014
5 美浜幼稚園 （50 人）
6
小倉小教員 （3 人）
弁天保育園 ・ 幼稚園 （？人）
7 千城台北小 （63 人）
10 美浜幼稚園 （38 人）
11 弁天幼稚園 （48 人）
2015
5






小倉小学校 （3 ・ 93 人）
美浜幼稚園 （4 ・ 37 人）













小倉小学校 ・ 特別支援学級 （9 人）
生涯大学校 （45 人）
7 生涯大学校 （66 ・ 62 ・ 64 人）
10
生涯大学校 （62 ・ 26 人）
美浜幼稚園 （40 人）
11
生涯大学校 （25 ・ 50 ・ 50 ・ 50 人）
弁天子ども園 （100 人）
12 美浜幼稚園 （24 人）
2017
2 美浜幼稚園 （31 人）








7 生涯大学校 （56・62・53・5・35・28・22 人）
8 韓国学生 （15 人）





2 美浜幼稚園 （39 人）
3 たちばな保育園 （26 人）
5






生涯大学校 （68 ・ 59 ・ 69 ・ 53 ・ 50 人）
のぞみ幼稚園 （30 人）
10




美浜幼稚園 （30 ・ 29 人）
12 生涯大学校京葉学園 （35 人）
2019





6 生涯大学校 （30 人）
7 生涯大学校 （42 ・ 40 ・ 23 ・ 30 人）
9 生涯大学校 （31 ・ 30 人）
10 美浜幼稚園 （80 人）
11
美浜幼稚園 （40 ・ 30 人）
弁天こども園 （30 ・ 70 人）
12 生涯大学校 （31 人）
2020
2 美浜幼稚園 （30 人）
4 美浜幼稚園 （3 人）


































































































































































































図 4　スギ材を使った小川の周りの遊歩道 図 8　バームクーヘン作り
図 5　スギ材を使って作ったビオトープの入り口 図 9　ビオトープ祭りでの散策のガイド
図 6　附属幼稚園での遊具作り 図 10　ビオトープ祭りでの餅つき体験





図 13　稲刈り体験 図 17　幼稚園児へのサポート１
図 14　ホタル観賞用の蚊帳 図 18　幼稚園児へのサポート２
図 15　台風の後，散策路に木が倒れ，フェンスも壊れた 図 19　小学生の自然体験
2020年までの 「植草共生の森」 の整備状況及び活動報告
－ 50 －
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Abstract
Maintenance status and activity report of “Uekusa Symbiotic Forest” by 2020
Masaharu HAYAKAWA[1]
[1] Faculty of Child Development and Education, Uekusa Gakuen University
　“Uekusa Symbiotic Forest,” a biotope with an area of about 2 ha, has been created on the premises of Uekusagakuen 
University. It was started in 2012 with, as the name "symbiotic" suggests, the aim of creating an open space for 
everyone including people with and without disabilities, children, and the elderly to take safe and enjoyable walks, and 
to experience various activities and kinds of learning. Initially, it was an abandoned wild forest, but as of 2020, a variety 
of organisms have been observed due to the creation of diverse environments. In addition, we were able to provide 
various learning experinces through maintenance and hands-on activities in the biotope. It is necessary to continue 
activities in the future, but since the outline of the biotope goal based on the sustainable “Satoyama” model has taken 
formed, it was decided to report the maintenance and activities up to this point in time.
　Keywords: biotope, symbiosis, satoyama, nature experience, diversity.
